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特  許

国知局：2024 年 1～ 7月の特許統計データ

8 月 13 日、国家知識産権局のウェブサイトは 2024 年 1 ～ 7 月の特許統計データを公表した。

2024 年 1 ～ 7 月の発明特許の権利付与件数は依然として増加傾向を示しており、この期間の中国の発明

特許の権利付与件数は 65.0 万件で、前年同期比で 26.16% 増加し、増加速度は鈍化し、上半期全体の前年

同期比は 27.97% 増加した。

実用新案特許の権利付与件数は 117.5 万件で、前年同期比で 6.27% 減少したが、このパーセントは減少

しはじめており、上半期の前年同期比は 12.47% 減少した。 

意匠特許の権利付与件数は 35.9 万件で、前年同期比で 6.28% 減少し、このパーセントも減少しはじめ

ており、上半期の前年同期比は 11.35% 減少した。 

発明特許の権利付与件数データの前年同期比の増加数値が比較的大きいのは、特許予審、優先審査など

の迅速な審査政策が効果を発揮し、発明特許の審査期間を短縮したことが大部分の原因である。
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知的財産権

1 ～ 7 月、当局は 3.9 万件の PCT 国際特許出願を受理した。このうち、国内出願人が 3 万 6000 件を提出

した。中国の出願人は 1 ～ 6 月に計 1004 件の意匠国際出願を出し、1 ～ 7 月には計 1340 件の既に公開さ

れた意匠国際出願が中国を指定した。

データソース：国家知識産権局
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商  標

その他の知的財產権

8 月 13 日、国家知識産権局のウェブサイトは 2024 年 1 ～ 7 月の商標統計データを公表した。

2024 年 1 ～ 7 月の中国の商標出願件数は 411.0 万件であった。商標登録件数は 289.2 万件となり、前年

度同期比で 20.7% 増加した。2024 年 7 月現在、有効登録商標は 48374 万件となっている。

8月 13 日、国家知識産権局のウェブサイトは 2024 年 1 ～ 7 月の商標統計データを公表した。

2024 年 1 ～ 7 月の中国の商標出願件数は 411.0 万件であった。商標登録件数は 289.2 万件となり、前年

度同期比で 20.7% 増加した。2024 年 7 月現在、有効登録商標は 48374 万件となっている。

2024 年 1 ～ 7 月、中国の集積回路レイアウト設計の登録出願は 6,371 件で、6,092 件の証明書が発行さ

れた。

国家知識産権局　より

国家知識産権局　より

国知局：2024 年 1～ 7月の特許統計データ

国知局：2024 年 1～ 7月の地理的表示と集積回路のレイアウト設計統計データ
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7 月 29 日、国家知識産権局は当局を通じて、グリーン・低炭素特許統計分析プロジェクトチームが作成

した「グリーン・低炭素特許統計分析報告（2024）」を公表した。以下は、読者のご参考用に「報告」の

一部の内容を抜粋したものである。

要約
グリーン・低炭素特許とは、グリーン・低炭素技術をテーマとする特許を指す。グリーン・低炭素技術には、

化石エネルギーの炭素削減、省エネとエネルギーのリサイクル、クリーンエネルギー、エネルギー貯蔵、

温室効果ガスの捕捉・利用・貯留の 5 つの技術分野が含まれる。本報告では、2023 年のグリーン・低炭素

特許出願の公開、権利付与及び有効特許の状況を分析し、2016 ～ 2023 年の発展の様相についても統計分

析を行った。

世界のグリーン・低炭素特許の様相
世界のグリーン・低炭素特許の基本的な様相 
（一）全体的な状況 

1. 出願公開の状況

2023 年の世界のグリーン・低炭素特許出願公開件数は 19.3 万件で、前年同期比で 13.0% 増加した。

2016～2023年の世界のグリーン・低炭素特許出願公開件数は累計127.6万件で、小幅な増加の様相を示し、

年平均 4.7% 増加した。世界のグリーン・低炭素特許出願公開件数がその年の世界の特許出願公開件数全

体に占める割合は安定しており、4.7 ～ 5.6% の間である。

特集レポート

国知局が「グリーン・低炭素特許統計分析報告（2024）」を公表
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2. 権利付与の状況 

2023 年の世界のグリーン・低炭素特許の権利付与件数は 9・5 万件で、前年同期比で 5.2% 増加した。

2016 ～ 2023 年の世界のグリーン・低炭素特許の権利付与件数は累計 64 万 9000 件で、上昇傾向にあり、

年平均 4.8% 増加した。同期間の割合から見ると、世界のグリーン・低炭素特許の権利付与件数が当年の

世界の特許権付与件数全体に占める割合は安定しており、4.8 ～ 5.2% の間である。

（二）技術分野の分布 

1. 出願公開の状況 

2016 ～ 2023 年の省エネ・エネルギーリサイクルの特許出願の公開件数は 44.3 万件で最も多く、全体

の 32.9% を占めた。続いて、エネルギー貯蔵（39.4 万件、29.2%）、クリーンエネルギー（28.7 万 7 件、

21.3%）、化石エネルギーの炭素削減（12.8 万件、9.5%）、温室効果ガスの捕捉・利用・貯留（9.6 万件、

7.1%）の順となっている。

特集レポート
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2016 ～ 2023 年は、傾向から見ると、エネルギー貯蔵の特許出願公開件数は 2016 年から比較的速い増加

を維持し、年平均の成長が最も速く、13.8% となった。温室効果ガスの捕捉・利用・貯留、クリーンエネ

ルギーの特許出願公開件数は小幅な増加傾向を示し、年平均成長率はそれぞれ 3.1% と 2.2% となった。省

エネとエネルギーリサイクル、化石エネルギーの炭素削減の特許出願公開件数は全体的に大きく変化せず、

年平均成長率はそれぞれ 0.7% と 0.2% であった。

特集レポート
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特集レポート

2. 権利付与の状況 

2016 ～ 2023 年に特許の権利付与件数が最も多かったのは省エネとエネルギーリサイクル分野（24.4 万

件）で、全体の35.7%を占めた。続いて、エネルギー貯蔵（17.5万件、25.7%）、クリーンエネルギー（14.6

万件、21.3%）、化石エネルギーの炭素削減（7.0 万件、10.2%）、温室効果ガスの捕捉・利用・貯留（4.9

万件、7.1%）の順となっている。

2016～ 2023年は、傾向から見ると、エネルギー貯蔵特許の権利付与件数は2016年から明らかに増加し、

年平均成長率（12.4%）がトップである。温室効果ガスの捕捉・利用・貯留特許の権利付与件数は 2017 年

に小幅に減少し、2018 年から徐々に回復し、年平均成長率は 4.5% であった。省エネとエネルギーリサイ

クル特許の権利付与件数は先に上昇した後に減少してから上昇する傾向を呈し、年平均で 3.1% 増加した。

化石エネルギーの炭素削減は小幅な増加傾向を呈し、年平均成長率は 2.1% であった。クリーンエネルギ

ーは 2023 年に明らかな反発の傾向を示し、前年同期比は 11.6% 増、年平均成長率は 1.4% となった。
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（三）技術の動き
1. 技術の出所国別出願公開状況 

2016 ～ 2023 年の世界のグリーン・低炭素特許は 152 の国又は地域から寄せられ、そのうち特許出願公

開件数の上位 5 位は、中国（55.5 万件）、日本（20.0 万件）、米国（15.7 万件）、韓国（10.8 万件）、

ドイツ（7.4 万件）の順となり、上位 5 位の合計は世界のグリーン・低炭素特許出願公開件数の 85.7% を

占めている。2016 ～ 2023 年の特許出願公開件数上位 10 カ国のうち、中国の年平均の成長が最も速く、年

平均 12.3％の増加となり、成長率 2～ 4位はデンマーク（8.7%）、韓国（7.7%）、インド（4.9%）の順で、

残りの国の年平均成長率はマイナスであった。

4. 国別海外特許の権利付与の状況 

2016 ～ 2023 年は、グリーン・低炭素海外特許の権利付与件数から見ると、日本の特許権者が取得した

グリーン・低炭素海外特許の権利付与件数がトップ（6.5 万件）で、続いて、米国（5.5 万件）、韓国（3.2

万件）、ドイツ（3.1万件）、中国（2.4万件）の順となっている。海外特許の権利付与の動向から見ると、

2016 ～ 2023 年の海外特許権利付与件数上位 10 カ国のうち、中国の成長が最も速く、年平均 14.2% の増加

となり、次いでデンマークが年平均 10.7% 増加、韓国が年平均 4.7% 増加で 3位、英国が年平均 3.5% 増加、

その他の国の海外特許権利付与件数の年平均成長率はマイナスとなっている。
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特集レポート

5. 国別 PCT 出願の公開状況 

PCT 出願公開件数から見ると、2016 ～ 2023 年の日本出願人のグリーン・低炭素 PCT 出願公開件数がト

ップ（2.4 万件）で、続いて中国（2.3 万件）、米国（1.8 万件）、韓国（1.2 万件）、ドイツ（1.1 万件）

となっている。PCT 出願公開の動向から見ると、2016 ～ 2023 年の PCT 出願公開件数上位 10 カ国のうち、

中国の成長が最も早く、年平均21.0%増加し、続いて韓国（+11.8%）、デンマーク（+7.1%）、英国（+1.7%）

の順で、その他の国の PCT 出願公開件数の年平均成長率はマイナスとなっている。

（五）中米欧日韓 5 庁の状況 
1. 出願の公開 / 権利付与の状況 

2023 年の中米欧日韓 5 庁のグリーン・低炭素特許出願公開件数は合計 15.9 万件で、世界全体の 82.5%

を占め、前年同期比で 13.8% 増加した。このうち、CNIPA の出願公開件数が前年同期比 14.5% 増の 9.7 万

件で最も多く、米国特許商標庁（USPTO）が出願公開件数 2.2 万件、同 7.0% 増で 2 位となり、EPO（1.5

万件、+27.6%）、JPO（1.3 万件、+10.2%）、韓国特許庁（KIPO）（1.2 万件、+10.8%）が続いている。

2016 ～ 2023 年の中米欧日韓 5 庁のグリーン・低炭素特許出願公開件数は累計 100.2 万件で、世界のグ

リーン・低炭素特許出願公開件数の 78.6% を占めた。このうち、CNIPA のグリーン・低炭素特許出願公開

件数が最も多く（57.3 万件）、5 庁の出願公開件数全体の 57.2% を占め、次いで USPTO（15.5 万件）が

15.5% を占めた。動向から見ると、中米欧日韓の出願公開件数の年平均成長率はそれぞれ 10.0%、2.3%、

6.9%、-2.0%、3.4% であった。
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2023 年の中米欧日韓 5 庁のグリーン・低炭素特許の権利付与件数は 8 万 7 千件で、2022 年（8.3 万件）

より 4.1% 増加した。2016 ～ 2023 年の中米欧州日韓 5 庁のグリーン・低炭素特許の権利付与件数は累計

56.9 万件で、世界のグリーン・低炭素特許の権利付与件数全体の 87.8% を占めた。このうち、CNIPA のグ

リーン・低炭素特許の権利付与件数が最も多く（24.8 万件）、5庁の特許権付与件数全体の 43.6% を占め、

次いで USPTO（12.2 万件）が 21.5% を占めた。動向から見ると、CNIPA のグリーン・低炭素特許の権利付

与件数は全体的に増加の様相を示し、2016 ～ 2023 年の年平均で 9.7% 増加した。EPO、KIPO 及び JPO のグ

リーン・低炭素特許の権利付与件数は変動の様相を呈し、2016 ～ 2023 年の年平均成長率はそれぞれ 5.6%、

3.8% 及び -0.2% であった。USPTO は先に上昇した後に下落するという様相で、2016 ～ 2023 年の年平均成

長率は 1.6% であった。
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第三部　中国のグリーン・低炭素特許の様相
1. 出願公開の状況 

2023 年の中国のグリーン・低炭素特許出願公開件数は 9.7 万件で、前年同期比で 14.5% 増加した。2016

年から 2023 年の中国のグリーン・低炭素特許出願公開件数は累計 57.3 万件で、増加傾向を示し、年平均

成長率は 10.0% であった。同期の特許出願公開件数の割合から見ると、中国のグリーン・低炭素特許出願

公開件数がその年の中国の特許出願公開件数全体に占める割合は全体的に上昇傾向を示し、2016 年の 4.7%

から 2023 年の 5.5% に上昇した。

国外から中国への特許出願の公開状況から見ると、2023 年の国外から中国へのグリーン・低炭素発明の

特許出願の公開件数は 1.2 万件で、前年同期比で 0.6% 増加した。2016 年から 2023 年の国外から中国への

グリーン・低炭素特許出願公開件数は累計 8.6 万件で、変動の増加傾向を示し、年平均で 2.3% 増加した。

国外から中国への特許出願の公開の割合から見ると、国外から中国へのグリーン・低炭素特許出願の公開

の割合は減少傾向にあり、2016 年の 19.8% から 2023 年には 11.9% に減少した。
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2. 権利付与の状況 

2023 年の中国のグリーン・低炭素特許の権利付与件数は前年同期比 8.0% 増の 4.5 万件であった。 

2016 ～ 2023 年の中国のグリーン・低炭素特許の権利付与件数は累計 24.8 万件で、2020 年から上昇傾向

が顕著で、2016 ～ 2023 年の年平均成長率は 9.7% であった。 同期の特許権付与件数の割合から見ると、

中国のグリーン・低炭素特許の権利付与件数がその年の中国の特許権付与件数全体に占める割合は年々減

少傾向を示し、2016 年の 5.6% から 2023 年には 4.8% に減少した。
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中国における海外特許の権利付与状況から見ると、2023 年の中国における海外のグリーン・低炭素特許

の権利付与件数は 6689 件で、前年同期比で 8.5% 減少した。2016 ～ 2023 年の中国における海外のグリー

ン・低炭素特許の権利付与件数は累計 5.6 万件で、全体的に変動傾向を示し、年平均 2.6% 減少した。中

国における海外特許の権利付与の割合から見ると、中国における海外のグリーン・低炭素特許の権利付与

の割合は全体的に減少の様相を呈しており、2016 年の 34.5% から 2023 年には 15.0% に減少した。

3. 有効の状況
2023 年末現在、中国のグリーン・低炭素特許の有効件数は 24.3 万件で、中国の特許有効件数に占める

割合は 4.9% であった。2016 ～ 2023 年の中国のグリーン・低炭素特許の有効件数は持続的に増加し、年平

均成長率は 25.2% に達した。



ページ 15

特集レポート

中国における海外特許の有効状況から見ると、2023 年末現在、中国における海外のグリーン・低炭素

特許の有効件数は 5.6 万件で、中国におけるグリーン・低炭素特許の有効件数の 22.9% を占め、中国にお

ける海外特許の有効件数の割合（18.1%）を上回っている。2016 ～ 2023 年の中国における海外のグリーン

・低炭素特許の有効件数は持続的に増加して、年平均 14.6% 増となり、2016 年の 42.6% から年々減少して

2023 年には 22.9% となった。

国家知識産権局　より


